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研究目的 
容積型機械(ポンプ，コンプレッサー，水力･油圧ポンプ等)の故障診断法の確立と制御

技術の改善を通して，同システムの信頼性および性能を向上させる。 

研究内容 

家電製品，工業用機械の中に多く使用されているポンプ，コンプレッサー，水力・油

圧モータ等の容積型機械の維持管理は，通常，同機器性能が極端に低下するか，故障に

いたって初めてオーバホールや部品交換で対策することが一般的に行われているが，こ

れらの作業のタイミングを逸すると大事故の原因となる。運転途中での機械の作動状態

がモニタできれば，システムのメンテナンス時期が明確になり，結果としてシステムの

安全性および信頼性を高めることができる。なお，人間の心臓もある種の容積型機械と

いえる。したがって，従来の心電図に代わる新たな心機能の評価法が提案できる可能性

もある。 

用  途 油圧･空気圧機械，医療機械 


